
大文字のВыについて

笹尾道子

は　じめに

　ロゼンターリは，公式文書や私的な手紙の中でていねいに呼びかけるべき相手がひとりのと

きに大文字のBNを，ふたり以上であれば小文字のBblを使用することとしている。またアン

ケートなどでは相手がひとりでも小文字のBblが使用されるとしている。

M㏄■℃HMeHKfl　Bbl　H　Bata　nH皿yTc∬c叩onHcHoti　6yKBH　xaKΦopMa　B51paM（eHHπBe）KJIHBocTH

nPli　06PallleHHM　K　OnHOMY　nHL（Y　（¢H3HHeCKOMY　“JIH　K）PHIIMi｛eCKOMY）　B　O（1）Hll”aJlbHblX　AOKYMeHTaX，

nHt｛Hbix　HMcbMax，　Hanp”Mep：　Coo6agaeM　Bcww　．．．；　B　omsem　Ha　Battt　eonpoc　．．．；　17potay　Bac　．．．

npM　06palueHliH　K　HeCKollsKMM　”HuaM　31M　cnoBa　nHlllyTcfl　co　crpOyHoti　6yKBbl，　HanpMMep：

YsaaκaeMble　A朋a　ne〃ipoeHa　u　Cepeeti　Jlbeoeuu，　y∂oene〃leOPflR　6ala　v　nPOCb6＞’，　nOCbmaro　Bωu＿（文

献1，　334p）

．．，　nMllleTcfi　co　cTpogHoM　6yKBbl　TaK）Ke　mpK　06pameHHH　B　aHKeTax－BonpocHHKax，　Hanp．：　He

gy6cmeyilme　nu　ebl…）　（文献2，服の項より）

しかし実際には、上記のような原則からはずれていると思われる例をよくみかける。ロシ

ア語を母語とする人でも迷うことがあるらしい。そのような悩める読者の質問にたいして，

チェリツォヴァは要約すると次のような解答をしている。

・文学作品の中の呼びかけや会話にはBLIは使用されない。

・公式文書やビジネス文では呼びかける相手がひとりならば必ず大文字のBHが使用される。

祝辞，広告，公示などにもBEIが使用される。

・私的な手紙では，“Bbl”のあいだがらであれば普通大文字を使うが，親しい関係や親類であ

れば小文字の使用も可能である。

・インタビュー記事では普通BHが使われ，対談相手が首脳級（’Ha　B51cMeM　ypoBHe’）であれ

ばBblが使用される。

・アンケートの質問にはBblもBblも使われる。

・いずれの場合も複数の相手に対してBHを使うのは間違いである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文献3，59－62pp参照）

　しかしこの説明でも納得しがたい点がいくつかある。そこで新聞・雑誌・作家の書簡集を中

心にBhlとBblの使われ方の実態を調べ，使用法の原則とのずれがどのようなものであるか探っ

てみた。
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複数にBbIは使用しない？

No．　59，　1996

新聞・雑誌

　　　Bbl，／βHの使用法に関しては多くの学者が「複数には小文字のBb・を使用すること」とし

ている（文献1，2，3，4，5，6，10参照）。そしてたしかに文学作品同様新聞・雑誌等

でも，呼びかける相手が．ひとりであろうがふたり以上であろうが小文字のままのBHが圧倒的

に多い。

　　nocTaroyHo　10一　15　MMHyT　TaKoro　HOxona　（He　oHeHb　roporulKBoro），　”　e61　noyyBcTBye　te，　KaK・yronKH

eat“tLx　npeKpacHbix　ry6　HagHHaK）T　ynhi6aTscfi．　．．．　（M3　（1）oropenopTa）Ka　B．　ropflgeBa．　Pa60THMua．　afipens

1996）

したがって次のような例は非常にめずらしい。

．．．　noayMaine，　Mo）KeT　nH　paAoBaTb　Batueeo　chlHa　HMfl　BHHerpeT　Hn”　FeHHti，　a　AoHb一　lllecrepeHKa　HJIH

Ba双epKa？＿（B．AHHKoHo臥KaK　Bac　30ByT？PyccKafl　peyb　Ng2，1987）

　　しかし読者への直接的なよびかけには，大文字はもっとひんぱんに使われている。次は大文

字・小文字が似たような文脈で使用されている例である。

EcnH　ecvw，・｛HTa■ens，　He　ynanocb　cxoJry　P◎3周目3Tb　3τy　3aAai｛y，　He　cτ⑩HT　Harpa）K双aTbτyMaKaMH　cBoK）

’oTBHKruy！o　oT　MareMaTHKH　ronoBy　K　Boo61rEe　ceToBaTb　Ha　cBoro　6ecronKoBocTb，　．，．（K）pMti　KoHyeHKoB．

OroHeK　Ng　15，　1995）

．．．　EcnM　Bbl，　ymaTenb，　3HaeTe　3HaMeHmblx　一K）neM，　HbM　¢HpMeHHble　ynb16KH　y）Ke　cTanH　AoclvAHHeM

Ha皿ero　HenpocToro　BpeMeHM，　HanH皿mre　Hx　HMeHa　Ha　oTKpNTKe　H　npH皿nmre　HaM．　rIpH30M．

no6eAffTenK）　cTaHeT　ronoBafl　nonnMcKa　Ha　“OroHeK”．　（KoHKypc．　OroHeK　Ng30，　1995）

YBa）KaeMHe　yrrrarcnH1　nonnMcKy　Ha　“A　M　¢”　Bbt　MO）KeTe　othopMmb　B　llK）60M　oTAeneHMM　cBA3H，

（ApryMeHTH　HΦaK田．♪種19，1996）

YBa；KaeMble　noA”McgMKH！　B　CBf13K　c’ @TeM，　HTo　o｛i）opMneHMe　rroAnHcKM　HJIeT　Hepe3　MocKBy　H　xpe6yeT

o”peneneHHoro　BpeMeHH，　npocuM　BaC　npHCblnaTb　Batuu　KBKraHuuH　He　B　KoHue　MecHua，　a　B

cepenHHe　BTppoti　neKanbi．　．．．　（A　k　¢．　Ng3，　1996）

YBa）KaeMsle　g”TaTe”H　“YHHrenbCKOM　ra3eTN”！　”PHHOCHM　BCZM　CBOM　H3BHHeHHfl　3a　TO，　gro

npHocTaHoB∬eHo　noMe皿eHHe　09epe胆Hx　BbmycKoB．．．． C（http：／／www．redline．ru：8100／ug／ug．shtml）

上の最後の2例は複数の意味でBblを使用している。

書簡

個人的な手紙でも，呼びかける相手がひとりであれば大文字，複数であれば小文字というよ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大文字のBHについて

うに使い分けている例もあるが，複数でも大文字という例がかなりある。

　ひとりへの呼びかけにはBhl，複数の時はBhlの例：
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noporaH　AHHa　AHnpeeBHa，　uenyK）　Baiuy　pyKy　M　KpenKo　）KMy　Batay，　HHKonati　HHKo”aeBHH．　Eure

pa3　60nsmoe　cnacM60　3a　AoBepbe　H　．cKopoe　H3BecTHe．　Bh13AopaBnMBatiTe1　．HpenaHHblti　Btwu　5．

nacTepHaK．　（5．　fiacrepHaK　HHcbMo　H，　H．　RyHMHy　H　A．　A．　AxMaToBoM．　19　oKTf16pfl　1932r．）

複数のBblの例

noK∬oH　AHHe　HBaHoBHe，　HacTe　va　50pe．　Bce　Bbi　MHe　cH田田cb，　H　80　cHe　fl　pa3roBapHBaJI　c　AHHoti

”BaHoBHoti　H　c　HacTeil．　（A．　tlexoB　nHcbMo　A，　C．　CyBopHHy．　20　H｝oHfl　1896r．）

双oporHe　npy3sA1　Bce　3TH　n｝田9acTo　JryMa∬oBac．　Xoqercg　e皿｛e　pa30T　Jry皿猛fio6naronapwn・Bac

3a　Bauie　pa八y皿be．　MHe　oqeHb　xopo皿o）K皿ocb　y　Bac．．．．（B，　HacTepHaK　n翼cbMo　C・几HC・．　r・

CnaccK”M．　22　oKTfi6pfl　1932r．）

おなじパステルナークが同じ頃複数の意味でBHもBblも使用しているわけである。彼のもっ

と後期の手紙の中の複数の例もあげておく。

八oporHe　HacT∬，　MH皿a，　MapHHa　Ka3HMHpoBHa　H　orcYTcTBYI（）㎎He　MaprapHTa　rycTaBoBHa　H

KoHcTaHTHH　MMxainoBHT｛！　no3ApaBH」IK）　Bac　Bcex　c　Baulelo　ceMeMHoK）　paAocTbK）．　．．．　（5．

HacrcpHaK　flHcbMo　M．　K．　6apaHoBHT｛．　9　aBrycTa　1953r．）

筆者がロシア語母語者から受け取った私信でも，宛名が複数のとき．BHを使用している者が

4人，BSiを使用している者が2人いる（いずれも“Bbl”の間柄）。

広告

広告全体の約半数が大文字のBh・を使用しているが、その中にも複数のBbl．であることが明

らかなものがある。

MHJibie　pocci｛fiHKi（！　BnepBhie　Btvu　”pepmaraercfl　He　iTpociv　e）KeKBapTaJibHpe　tlTEHHE，　a

HEO5XOAKMAS｛　BEIIIb，　Koropafi　cTaHeT　BatattM　no6pbiM　floMoruHMKQM　Ha　nollroe　BpeMfl．　．，．

（“）KeHcKMpt　noM”　A　M　¢．　Ng5，　1996）

八opor鵬双py3』窪1．．．　Ka）K江H藪H3　Bac　oT双aJI　MHoro　c囮I　pa八H　roro，阻To6bI　o6ecHeHrrrb　MHpHy玲麗｛3Hb

cBoHM　AerflM　H　BHyKaM．　．．．　（“Zepter　INTERNATIONAL”．A　M　¢．　Ng　19，　1996）

　　このように，多くの学者が間違いとしているにもかかわらず，複数のBblがかなり使用され

ていることがわかる。

　　しかし業務文や手紙の書き方に関する文献の中には、複数であっても大文字のBblを使用し

た方がよいとしているものもある。
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Where　pronouns　are　to　be　used　it　is　reco’mmended　tha．t　Bhi，　Bac，　BaM，　BaMH，　Ba皿，　Ba皿H　be　capitalized，

wbile　MH，　Hac，　HaM，　HaMH，　Ha皿，　Ha皿H　be　typed　vvith　small　letters．（文献7，25P）

例：JloporHe　rocrtona！BcecoKo3Horo　06senHHeHHe“3Kcnouemp”’　npHrfia【llaeT　Bac　fipHHftTb　y・｛acTMe

　　B　4－ft　Me）KJryHaPOnHOti　BblCTaBKe　“COBPeMeHH．hle．　CPeACTBa　BocnPO”3BOACTBa　H　MCnOllb30BaHHfl

　　BonHblx　6HopecypcoB”一‘‘HHPblBllPOM・85”．（同上，52p）

「代名詞“BH”，“BaM”，“Ba皿”などを大文字で書くこと。」（文献8，62p）

例：八oporlie　npy3bfi　1　MN　nonyi｛HnH　Batae　nHcLMo　H　c　paAocTbK｝　Y3HaJIH，9To　Bbl　3nopoBbl　M　y　Bac

　　Bce　6narononyt｛Ho，　HecMoTpfl　Ha　xononHyK）　no）KJmHByK）　oceHb．．．．（同上，71p）

　いったいどちらが正しいのであろうか。

　パヴロヴァによれば，THのかわりにていねいな呼び方としてBblが普及して行くにしたが

い（14世紀以前のことらしい，文献9参照），もともとの複数の意味ではBblを，ていねいな

単数の意味ではBHをというように，文字の上でも区別するようになった（文献10参照）。「こ

のBblは“あなた”だけを意味していて，ただの複数ではありませんよ」ということを伝える

ためであろう。そうだとすればやはり複数は小文字を使うのが正しいわけである。しかし名宛

人が複数の時はBhJのままにしておくことにすると，今度はそれがTNの複数なのかBhlの複

数なのかがわからない。そこで，あくまでていねいな意味を伝えたい気持ちから，複数にも

Bhlを使うようになってきたと考えられる。

　大文字のBhlがいつ頃から用いられるようにな．つたのか定かでないが，大文字・小文字の一

般的使用法が整備されたのは18世紀始めの文字改革の時であるから（文献11，173－174pp），

Bblもおそらくその頃にはもう使われ始めていただろう。19世紀始めのプーシキンの書簡には

ひとりの意味のBb・がたくさん出てくる。しかし明確に複数の意味で使用されているBb、はみ

つからなかった。複数とみなされる小文字のBHの例がひとつみつかっただけである。プーシ

キンは複数の名宛人に手紙を出すことが非常にまれであった。

　前述のようにチェーホフ，パステルナークの手紙には複数のBNが出てくるが，同じ手紙の

中でさえ小文字との揺れが観察される。

．．．Ec皿【βロ6yAere　pacnoπo）KeHH　pa60TaTL∬eToM，　ro　coo6皿Hτe　MHe　Bata　xepcoHcKH厳a川pec　－　H　fi

npHeay．　．．．　OT　Bceil　JlymH　6naronapK）　eac　3a　nMcbMo　H　eatue　coi｛yBcTBHe．　Kenafo　Bcero　xopomero　M

KpenKo）KMy　pyKy．　HcKpeHHo　eac　yBa》KaK）IIIHfi　M叩e八aHHH漸A．　qexoB．（A．　qexoB．　HMcbMo　H．3．

5pa3y．　4　arTpenH　1897p．）

双oporHe　MoH　O∬K）皿Ka　H　reTH　Acfl！KaK　xqpo皿O，　YTo　fi　Bce　BpeMA　He旺HcaJi　Bωu！CKon：bKo　r∬ynocTeR

6お夏　Bbl　Hacnblll（aJIHch，，cKonsKo　．丁膿e」10ro　．6H，　澗　’ren¢pb　y）Ke　nH皿【Hero，　npひ｛JIH．　＿　TaKHM

rop）KecTBeHHblM　cnyTlaeM　6blno　HocelueHbe　eac，　H　oHa　K　eau　npHmna　IlpfiMo　oT　napHKMaxepa．　fl　He

3HaK），　KaK　Bbi　ee　HamnH　H　K　Hen　oTHooHrecb．　．．．　（B．　HacTepHaK．　IIHcbMo　O．　M．　¢peMneH6epr．　i　HK）HH

1932r．）

　この種の揺れの例は数が多く，複数の場合大文字・小文字どちらにしたら良いのか作家たち

もよくわからなかったのかもしれないし，無頓着だっただけかもしれない6しかし少なくとも

チェーホフのころにはすでにBhlを複数の相手にも使用することがあったわけであり，多くの
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学者が良しとするBb・使用法の原則からの逸脱はずいぶん長く続いていることになる。そして

小文字との揺れの歴史も長いことになる。

文学作品の会話にBblは使用されない？

　大文字のBNはあくまで書面の上で，書き手から読み手へていねいさを伝えるために使用さ

れるようになったのであるから，文学作品に限らず口頭による会話を伝える文に使用する必要

はないことになる。たしかに手近にある文学全集などに出てくる会話や，戯曲のセリフを見た

限りではBHは見つからなかった。印刷上の煩雑さを避けるためもあろう。しかし意外にもロ

シア語学習用の読本のなかにそれを発見した。

　（CaMapHH　roBopm　MapHHe）

一兄3aMeTK皿，　fleTM皿KM　c　ea］uu，）KeHIIIHHaMH，　BeμyT　ce6∬nocnoKo厳He貢．　y　Bac　Kro，　ManbgH皿Ka，

八eB罵互OHKa？

一　BHyT｛Ka．

　（略）

’　npocme，　ecnH，　KoHellHo，　He　ceKpeT，　mo　Bbl　no　cneuHanbHocTH？

一fl叩eno双aK）＿

一　neAaror？　Bce　flcHo．

一A・6bl・BoeHH』屯qa？0ΦHuep？

一　ToyHo．　HaBepHoe，　Bc6　x（e　BoeHHafl　npoΦ㏄c朋HaKJIaAhlBaer　Ha　llelloBeKa　o叩eneneHHhlit．

oTrle－aroK．

　　　（“TpKJmaTb　neT　cfiycTfl”　”o　paccKa3y　E．　JlacKi｛Ha．　3a6aBHbie　KcropHH．　M．，　1982，　c．102－108）

　サマーリンのことばの中で，始めのうちマリーナに対しての呼びかけに大文字のBhlが使わ

れている。しかし彼女が誰であるか判明した後は，堅苦しさのない小文字のBHが使われてい

る。原作を確認することが残念ながらできなかったが，単なる印刷ミスとは考えにくい。軍人

であるサマーリンの堅苦しいことば使いを大文字のBHによって伝えようとした作者の意図が

あってのことであろう。なお複数の意味「あなたがた女性」では小文字のBHが使われている。

　また別の学習書に次のような例もあった。

＿OH　y）Ke　3Ha∬，　uroπn似exa∬H3　MocK服．‘‘Kor八a　Bbl　B　nocπe八HH藍pa36hvlH　B　Bo恥皿oM　3aπe

KoHcepBaropHH？”　一　cHpocHn　oH．　．．．　（BcTpeya．　C60pHMK　rcKeTDB　Jvifl　H3no；KeHKn．　M．，　1968）

　これは原作者が不明で，誤植の可能性もないわけではないが，原作どおりとすれば語り手で

ある“f・”が，自分に向けられた“B5・”が特にていねいなものであったことを示したかった

のだと考えることができる。

Y）Ke　B　rJTy6MHe　2ryrluH　neBogKH　fiOAHfl；laCb　ManeHSKa」1　BonHa　CTpaxa，　Ho　OHa　yllb16aJlacb，　Hecna

HaBcTpery双e八y　cBoK）yJlH6Ky　H叩H3HBaπa　ero：yllh16Hrrrecb　）Ke　HβbらAeJ“t皿Ka・（CyxoMnHHcKHM　B・

A．　Ynbi6Ka．　XpecToMaTHH　no　3THKe．　M．，　1990）
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　　上は短編小説の申に出てきた例である。ここでの大文字Bblは，女の子がこころの中でとく

に強く叫んだことばを強調するためであろう。

　　文学作品以外でも，ロ頭による会話を文字で記録する．ことがある。そこにもまれにではある

が大文字のBblを見出すことができる。

…Ha　np・c・6y・p・H・・T・b・翻・H皿・・P…晒HHH輯・厳・…朋y・・朋・a…Wy・・血㏄卿・㈱

ceKy｝町B翠Hec　o6paTHo　c　HaAnHcbK）：‘‘B　y皿arre　oTKa3aTL．1｛．　CKBoplloB．51照一21r．”．∬e】暇e　pa3

叩ocHπMoTMBHpoBaTL　oTKa3，　Ha　yTo　MHe　rpBe髭。　cKa3aJI：‘‘MHβα解nLecH　He　3aKa3H3a脳，　nycTL

Bau　rmarm　roT，　m　o　Bcvu　3aKa3an　1”＿（B．　MaπKo8cK磁．　fiHcbMo（3a朋鵬臨e）BK）pK八1（tlecKHtt　oTAe∬

MrC”C．　6／vrl－1921）

　　上はマヤコフスキーが手紙の中で、第三者であるBeilcのことばを伝えたものだが，この

Bhlも怒ったBeticがマヤコフスキーにむかって特に強く言ったことばを大文字で記録したも

のである。

　　Mbl　AOrOBOPKJIHCh　（M　HMKOrAa　He　HaPYIItaJIH　3roil　AOrOBOPeHHOCTM）：　eCnH　nOAPocTDK　He

BhlnonHHII　3a八aHK冗no「oMy・Hlv阻ero・τo　He　noH朋，　He　omenoM朋Tb　ero　cpa3y）Ke　oueHKoti．　MH

・。・6理・・ec職・皿H　H・脚・・㎝・pm・肌H・・・・・…K“E…B…畷…　n・田uH，　n・P・6…ieTe，

”OJIYMaiite，　BblnOnHrrTe　CaMocroMenbHO　ro，　H：TO　HY）KHO　6blJIO　BhlnOnHrm　BMeCTe　C　KJIaCcoM”　一一

TaKHM　6bln　cMblcn　H　roH　06palueHHH．　．．．　Mbl　nlanunM　caMonK）6He　nonpoclxoB　reM，　yTo　H36eraJIH

cpa3HeH瑚胃壁罪m…x・PO皿…B・・一皿・x・・…（Cy・・M・・H・曲B・A・P・）Kn…erp・瓢・朋・・，

nepeBoA　H．　n．　naHrynoBoti．　c．372）

　　これは評論文であるが、口頭でのていねいさを文字でも伝えたものである。

会話のエチケットに関する文献には，生の会話が豊富に記録されている。その中に次のよう

な例があった。

1）　C∬oBa　c　cyΦΦHKcoM一皿（a）HMeK）T　cHmKeHHhlM　xapamep：Mofl　noKTop皿a　YIIIna　B　oTTIYcK〃；3Ta

　ameKapma　oyeHb　mBKa”；3Ta　ceKpeTap皿a　AaBHo　y　Bac　pa60TaeT？；＿（3eMcKaπE．　A．　PyccKaπ

　pa3roBopHafi　peyb．　c．82）

2）　　3JleMeHTapHa牙　Be）瑚HBocT』r甲e6yeT　yBa冴（田enbHoro　oTHo田eHH∬　K　∬K）60My　He3HaKoMoMy

　　HenoBeKy．　KoMy　He　noBonrmocb　6bl　［s　cBHneTelleM　6ypHoro　pa3roBopa　He3HaKoMslx　nK）nept，　KorAa

　　3Byyano　rHeBHoe：　“KaKoe　Bbi　．MMeeTe　npaBo　MHe　‘TbiKaTb’？”　（FnuHKHHa　JI．　A．　PeHeBoti　3TMKeT：

　　“Tbl”　H　“Bbl”．　PyccKafl　peyb　Ng211984，　c．65）

3）　．．．　A　．BOT　B　flnOHCKOM　PegeBOM　3THKeTe　Be）KJIHBblM　nO　OTHOMeHHK）・K　CO6eCeAHHKY　CHMTaeTCH

　　co6cTBeHHoe　yHHy”）KeH“e　np”　Bcj－eCKoM　Bo3BemaHHBaHliH　aApecaTa，　HafipHMep　TaKoe：　H，

　　HeAocrotiHhlil，　K　MOfl　HHy　tv）KHafl　）KeHa　npHrnamaeM　Bac，　BhlcoKOHTHMoro　H　6naroponHoro，　K　HaM　’

　　B　rocTH．　（¢opMaHoBcKafl　H．．H．　PeHeBoit’3THKeT　H　Kynbiypa　06iiteHwi．　c．62）

4）H…・・M・…ce一・・阻・…飢・H…叩・・a　cKa3a一⑳一T・・p・。・・0。。ra　A聞peeBH。ゴ、6。鵬



大文字のBblについて 61

Bcziu　He　HocMTb　3To　miaTbe．　（TaM　）Ke，　c．63）

　上の1番目と4番目の例はなぜBhlが使われているのか不明であるが，2番目の例では失礼

なTblとていねいな（ここでは怒りも含まれているが）BHの対比を強調するため，3番目の

例では日本人のていねいさを強調するためと解釈できよう。

　雑誌などに載るインタビュL・一・記事も書面で会話を伝えているわけだが，前述のようにチェリ

ッォヴァはインタビューの相手が首脳級だとBHが使用されるとしている。しかし実際のイン

タビュー記事には一貫した方針があるようには思えない。最近の雑誌“OrOHeK”に載った記事

をひろってみると，元大統領のゴルバチョフ（No．11／95），大統領報道官のセルゲイ・メドヴェー

ヂェフ（No．13／95），作家のリヂヤ・リベヂンスカヤ（Nα47／95），茶入鑑定人のリヂ・メレシ

ナ（No．6／96）に対して大文字のBhlを使用している一方で，アゼルバイジャン大統領のアリ

エフ（No．1／96），グルジア元首のシュワルナゼ（No．2／96），ポーランドのヤルゼルスキー将軍

（No．50／95），当時はチャールズ皇太子妃であったダイアナ（Nα49／95）には小文字のBSIを使

用しているのだ。“ApryMeH田HΦa㎜Nα11－96”に載ったエリツィン夫人へのインタビュー

にも小文字が使われている。

　こうしてみると文学作品や手紙，インタビュー記事その他の中の会話文，つまり読み手でな

い人物に対して使用される“田”でも大文字で表わされる場合があることがわかる。それは

ていねいさを強調するためであったり，「あなた」を強調するためであったり，怒りをこめた

話者の語調を伝えるためであったりというように，書面上の補助的表現手段として有効なはた

らきをしている場合と，使用理由が不明の場合とがある。

手紙のBbIとBb1は親密度によつで使い分ける？

　業務文や公文書では名宛人がひとりのときは必ずBhlが使用されるが（複数の時どうするか

については学者の問で意見が分かれている），チェリツォヴァによれば，私的な手紙ではBb・

でもBhlでもよく，親密度の違いや書き手の経歴が関係するという。そうであれば，手紙を分

析するとTHかBblかの違いだけでなく，　BbrかBHかの違いによっても，微妙な人間関係が

わかるかもしれない。

　オネ一過ンに宛てた手紙の中で，タチヤーナはBblを使って書き始めるが，途中で気持ちが

高ぶってくると，■Nを使い出す。そして最後はまたBHにもどる。プーシキンは絶妙な手段

でタチヤーナの感情を表現している。

　fl　K　eau　nHmy　一　yero　）Ke　60ne？　／TITo　H　Mory　eiue　cKa3aTb？／Tenepb，　fl　3HaK），　B　eataefi　Bone／

Me田mpe3peHbeM　HaKa3aTb．1略／　npyroil！＿HeT，　HliKoMy　Ha　cBeTe　／　He　oTAana　6bl　cepAua『∬！／To

BBH皿HeM　cy）KAeHo　coBeTe＿／To　BoππHe6a：∬〃leoa；1略！KoHyaK）！CTpamHo　nepe陽ecTb＿／

CTHAoM　H　crpaxoM　3aMHpaK）　．．．　／　Ho　MHe　nopyKoti　eattta　yecTb，　／　M　cMeno　eti　ce6H　BBepsllo　．．．　（A．　C．

nymKuH．　EBreHMpt　OHerHH．　”onHoe　co6pHHe　cogHHeHHit　B　AecflTH　ToMax．　T．5，　c．69－72，　M，，　1964）

　ここで大文字でなく小文字のBHを使っていることに何か意味があるだろうか。オネーギン

を慕うタチヤーナの気持ちが大文字を使わせなかったのかもしれないし，単に文学作品の中で

Bb・はほとんど使わないという理由からかもしれない。ちなみに，ドストエフスキーの
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「貧しき人々」の手紙にも，パウストフスキーの「雪」の中の手紙にも小文字のBhlが使われて

いる。

　では作家自身は自分の手紙の中でBHとBHをどのように使っているだろうか。

　プーシキン（1799－1837）

　プーシキンは自分の手紙の中で，ひとりの意味の・Bhl・に大文字も小文字も使っている。

彼が手紙の中で大文字のBHを使用している相手は，ニコライ1世をはじめ大勢いるが，多く

の手紙を一貫して大文字のBHで送っている相手に，憲兵隊長のベンケンドルフ，妻の祖父の

ゴンチャロフ，妻の母のゴンチャロワ，歴史家で考古学者のバントゥイシュ・カメンスキーな

どがいる。逆に一貫してTHで送っている相手には，親友のプレトネフ，ナショーキン，ヂェ

リヴィクなどの他，姉のオリガ，弟のレフがいる。両親への手紙はすべてフランス語である。

　面白いのは交際が進むにつれ，呼びかけが始めはBhlだったのがBblやmへ変化していく

ことだろう。1817年9月1日の手紙の中で，ヴャーゼムスキー公爵に対するプーシキンのよびか

けはBHに始まりTHで終わっている。これ以降の手紙はすべてTb、となっている。なお彼へ

の手紙で大文字のBHを使ったことはなかった。

　JIK）6e3Hbiti　KH」i3b，　11　EcnM　yBMneTe　ebl　JloMoHocoBa，　io　HanoMHme　eMy　”McsMo，　KoTopoe　Aon）KeH

6H∬oH　MHe　BpY・IHTb　H　KoTx）poe　noτep朋oH　y　JlyH，　Me）KJry　r【eM　KaK∬cKy・｛aπBncKoBcKoM　MoeM

ye八HHeHbe．∬oueHb　He八aBHo叩Hexa∬3neTep6ypr　H）Ke皿aπ6H　KaK　Mo）KHo　cKopee　ero　ocTaBmrb几nfl

M㏄KBu，　To　ecTb八朋B∬3eMcKoro；、　He　3HaK），　c6yneTcfi　nH　Moe）KenaHlie；noKaMecT　c　H釘epneHHeM

o）KHnax）meottx　HoBblx　cTHxoB　ti　npomy　y〃ie6A〃t60eeo　6narocnoBeHHfi．（ny皿囮H。　nHcbMo　n．　A．

Bfi3eMcKoMy．　1　ceHTf16pfl　1817r．）

　級友のヤコヴレフには普通はThlなのだが，1度だけBhlを使用している。彼がプーシキン

の著作を出版する部局の責任者だったときに送った実務的な書簡の中である。

　MHJIocTHBNti　rocynapb　MHxaitno　nYKbflHoBHH，1Bc鵬AcTB鵬AaHHoro　Bau　HagaJlbcTBoM

nopyt｛eH“fl　Kacare”bHo　Ha”ellaTaHHfi　pyKonMcH　Moeit，　”oA　Ha3BaHHeM　“MclDpHfi　nyrageBcKoro

6yHTa”，　H　no皿｛・IHoMY　MoeMy　c　Bcvwu　o　ToM　o6sflcHeHHK｝，πocne皿aK）Bac　yBeAoMmm：．．。（ny皿KHH．

nHcbMo　M．　JI．兄KoB皿eBy．3　MK）朋1834r．）

この直後に送った書簡ではいつものくだけた調子にもどっている。

　BoT〃昭6e，　MoM　6naronercnb，　fiepBafl　rnaBa－c60roM．（ny皿KHH．　H匿cbMo　M．　JI．　AKoB鵬By。5

HK｝llfl　1834r．）

　プーシキンはほぼ同年代の文学者でジャーナリストのポゴーヂンとも親交があり，数多くの

書簡を交わしているが，終始BEIまたはBHの関係であった。彼への手紙の中で大文字と小文

字がどのように分布しているかを調べてみた。

　1－3小，4大小，5・6小，7大小，8大，9－16小，17大，18－21小，・　22－24大，25小，

26－28大（大小が不明のもの5通を除く。数字は手紙が書かれた順を示す）

　まとめると小二18通，大＝8通，大小；2通となる。8通目が新築祝い，17通目がお金を貸
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してもらったことへの感謝状で，大文字を使っている。概してポゴーヂンとは小文字のBblの

関係であったといえるだろう。しかし1831年7月の22通目から後は1通を除きBhlを使っている。

人間関係に少し変化が起きたのかもしれない。

　4才年下のオドエフスキー公爵あての手紙での大文字と小文字の分布は次のようになってい

る。1－4大，5大小，6－9小，10－15大，16小（大小が不明のもの2通を除く）

　まとめると大10通，小5通，大小1通となり，オドエフスキーとは概して大文字のBblを使

う関係であった。BHを使っていたのは1836年2－3月から4月初めのほんの短い期間と最後

の1通（1937年初頭頃のもの）だけである。

　40才年上の詩人であるドミートリエフ宛ての手紙は，1832年から1836年にかけて5通あるが，

プーシキンは次のような文字の使い方をしている。1大小，2大，3－5小。礼儀正しいBbl

をはじめのうち少しだけ使っているが，あとは親しみをこめたBblで最後まで接した。文面は

非常にていねいな口調であるが，プーシキンのドミートリエフに対するi親愛と感謝の気持ちが

あふれている。

　女性宛ての手紙はほとんどフランス語で書かれており，ロシア語の手紙はわずかしか残って

いない。その中で大文字のBHを使用している名宛人が妻の母を含め5人，　BHとBbl両方を

使用している名宛人が4人いる。Tblを使っているのは姉のオリが宛てと妻のナターリや宛て

のみである。結婚前はナターリヤには小文字の服を使っていた。大文字・小文字の両方を使

用している名宛人に，プーシキンと親密な関係があったといわれるヴャーゼムスカや公爵夫人

とケルン夫人がいる。ただしこのふたりへのロシア語の手紙は合わせて4通しかなく，あとは

すべてフランス語である。

　B”HoBaT　fl　nepeA　Btwuu，　KHfiruHfl．　HpocTuTe　BenHKoJrylllHo．　Ha　nl｛」lx　flBnrocb　K　Bau　c　”oBHHHoK）．

耳e卿onaB∬ymy．1A．　n．〈ny皿KHH．　nHcbMo　B．Φ．　B∬3eMcKo前，　l　MapTa　l　830r・）

　3ApaBcByiiTe，㎜rH肌KaK　AocanHo，　Hro　6bl　He　3acTaJIH　MeHfi　B　MocKBe；…途中フランス語…

Mo）Ker　6HTb　c　KH」i3eM，　en　tout　cas　au　revoir．1A．P．（ny皿KHH．　HMcbMo　B．Φ．　BH：｝eMcKo員．4aBrycTa

1830r．）

　　AHHa　”eTpoBHa，　fl　Bau　）KaJTyK｝cb　Ha　AHHy　HHKonaeBHy　一　oHa　MeH」1　He　uenoBana　B　rna3a，　KaK

Bbl　H3BonunH　rrpHKa3biBaTb．　Adieu，　belle　dame．　1　Becb　eata　t　A6”ogHhiti　nHpor．　（fiyulKHH．　nMcbMo　A．　”．

KepH．　1　ceHTf16pfl　1827r．）

詩人のフークス夫人への手紙4通中3通が小文字のBblを使用しているが，彼女との関係は

どうだったのだろうか。「プーシキンが愛した61人の女たち」（文献12）のリストには載ってい

ないが．．．。他に作家のドゥーロヴァへの3通の手紙のうち最後の1通にBHを使っている。

　以上のことから，プーシキン自身はあるいは強く意識していなかったかもしれないが、厳格

に礼儀を守るべき相手にはBblを，少し気の許せる相手にはBhlを，すっかり打ち解けられる

相手にはTblを使い分けていたといえるであろう。女性への呼びかけの基準はもっと厳しく，

身内にしか［51を使っていない。それ以外の女性に対しては一般的にBHを使うことになって

おり，小文字を使う時にはかなり親しい関係ということになっていたのではないだろうか。もっ

とも，女性へのロシア語での手紙が少なすぎて推測の域を出ないが。
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　チェーホフ（1860－1904）

　　チェーホフはプーシキンと違い，“Bbl”の関係であればほぼコンスタントにBHを使用して

おり，ごく親しければTblを使っていたようである。．しかし母へはBHを使ったり（そのかわ

りMaMaが大文字になっている），．Bhlを使ったりしている。

　　3mpaBciByitTe，　Aoporafl　MaMa！　HHuiy　eaJu　3Tp　nHcbi（o　noHTH　HakaHyHe　oTi，e3na　B　PoccK｝o．　．．．

（qexoB．　HKcbMo　E．　fl．　qexoBoti．　6　oicrH6pfl　189er．）

　　3aB■pa　cocrraB∬班。ΦopMy　TeπerpaMMH，　KoTt）pyK）Bbl　rrpM皿neTe　MHe　Ha　CaxanHH．　n㏄TaPaK｝cL　B

30　c”oB　Bilo）Krm，　Bce，　Hlp　MHe　Hy）KHo，　a　ebl　nocTapaitrecb　clporo　nep）KaTbcfl　abopMl，1．　．．．　（qexoB．

fiKcbMo　E．　fl．　qexoBoti．　20　MK）H」i　1890r．）

　　チェーホフはクニッペルにもずっとBHを使って手紙を書いていた。　Bblを使用した最後の

手紙は1900年5月20日付けで，次の同年8月9日付けの手紙からはTNを使い出している。こ

の間に親密な関係になったことがわかる。翌年の5月にふたりは結婚した。

　　このようにチェーホフの手紙からは，BhlとBb・の使い分けは見いだせない。

マヤコフスキー（1893－1930）

　　マヤコフスキ．一は部局の責任者宛ての申請書などにBblを使用する時もあれば8H、を使用す

ることもあった。この傾向は革命後も変わっていない。

　　HMeK）　9ecTs　”・KopHeti皿e　np。cHTb・8aeme叩eBocxoJUr・enbcno・o・n・ny四eHHH　M醐KK・HKYPcHhlM

．3K3aMeHaM　ma　3ayHcneHHfi　B　yHcno　Bon5HocJTY皿aTeneti；KHBoπHcHoro　crTAeneHHfl　BHc皿ero

xyno）KecTBeHHoro　yTlmlilua　mpH　MMneparopeKoti　aKaAeMHM　xyAo）KeeTB．　．．．　（B　MaHKoBcKMn．

HpolueHMe　K　pelrropy　Bblclltero　xyno）KecTBeHHoro　ytlKnHma　rrpH　AKaneMH“　xyAo）KeclB　12　aBrycTa

1911r．）

　BcnencTBHe　”pMcnaHHoro　Bauu　3afiBneHKfl　o　Heo6xonHMocTH　noAagM　K　20　aBrycTa　HenocTalolrlHx

測oKyMeH買）B　BHcH∬aK）：．．．（B．　Ma月KoBcK磁3a∬B∬eHHe．　K　peKK）py　BHc皿ero　xYAoN（ecTBeHHoro

yT｛iviHiua　mpM　AKaneMHH　xyno）icecTB　19　aBrycTa　191　1　r．）

　　マヤコフスキーは家族，友人・知人にはTblまたはBHを使用しているが，知人にBHを使

用している例が1例だけある。ただしこの知人への手紙はこの1通だけなので，ふたりがT・、・

の関係であればこのBEIは複数の可能性もある。一方で，母宛ての手紙に大文字のBblを使っ

ている。

　　Aoporo厳Ba皿epH浜MHxa血oB由．　BHe3冴（aK）CeBaαK）Ho恥八Ba烈aTb　TpeTLero，　ceMb双3aπuaTb．

EcnM　eata　oTrTycK　coBnaAaeT，　xopoMo　Hoe3AHTI，　BMectpe．　．．．　（M．　MaHKoBcKMil．　nHcbMo　K　B．　M．

ropo7KaHHHy．　21　i｛K）nfl　1928r．）

　　MHJiaH，　nopora」t　MaMogKa！　fl　no　Bac　cbcKy”ancfl．　．．．　Hy，　KaK　Bautu　r”a3KH？　（MaflKoBcKi｛ti．　HHcEMo

A．　A．　MaflKoBcKoZ　23　Hof16pg　i　g　i　3r．）
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　マヤコフスキーについては収録された書簡類が少なく，断定的なことは言えないが，公的文

書で宛名がひとりの時もかなり恣意的にBbl，／Bblを使っていたようである。ちなみにほぼ同

じ頃セラフィモーヴィチ（1863－1949）は，このような場合常に大文字のBHを使っていた。

　パステルナーク（1890－1960）

パステルナークはひとりに呼びかける場合はすべてBblもしくはTHである。小文字のBH

はTblの複数の意味でしか使用していない。

　nOPOrHe，　30noTble　MoH　fiana　H　MaMa！　．．．　BnaroAaplo　le6H，　nafla，　3a　60nbluoe，　）KMBoe，　MonoAoe　TBoe

HMcbMo．　KaK　t｛yJmo　ebi　e3nmiH，　KaK　fi　3aBMayK）　eataeti　Hoe3nKe　1　．．．（HacrcpHaK．　flHcbMo　JI．　O．　H　P．　H．

nacTepHaK．　12　abeBpaJix　1937r．）

　しかしThlの複数と思われるところに1度だけBblを使用している。これはおばのアーシャ

にはいつもBHを使って書いているので，錯覚からきたパステルナークの書き間違いの可能性

もある。アーシャと関係のない個所ではBli・を使っている。

　nHcanH　”u　Bcvw　y）Ke　O”fi　c　reTeti　Aceti？　．．．　TeHepb，　nocne　cBeneHMti，　np“Be3eHHEix　IHypoti，

oTnpaB”H）　nMcbMo，　He　no）KHnaflcb　cBHAaHbA　c　”eHon，　rTycTb　caM　ecvl（　HanlillleT．　KpenKo　06HHMaK）　6ac．

（fiacrepHaK．　fiHcbMo　JI．　O．　M　P．　M．　flacTepHaK．　24　HoA6pfl　1936．）

　筆者がロシア語母語者から受け取る手紙を見ても，“Bbl”のあいだがらであればほとんど

Bh・が使用されている。プーシキンの時代と違い，今は手紙には大文字のBHを使う習慣がい

きわたり、複数にまでおよんでいるから，大文字のBSIを見て堅苦しいもの言いだと考える必

要はないのだろう。BhlはTHの複数としてのみ使用され，　BHの複数はやはりBHと書かれ

るようになって，単数の意味のBblとBh・の使い分けはもはや存在しなくなっていると言える

だろう。

おわりに

　大文字BHは公式文書・ビジネス文書には必ず使用することになっており，私的な手紙の中

でも“Bbl”のあいだがらなら大文字で書くという習慣が広がっている。最近の広告の氾濫で

Bsrを目にする機会がいっそう増え，大文字でないと失礼であるかのごとき雰囲気になりつつ

ある。BHの使用は複数にも広がり，学者が「間違いである」と言ってもおさえられないとこ

ろにきているようだ。Bb・の氾濫を筆者はあまり好ましく思わないが，やがて複数も含めて大

文字で書くことが定着していく気配である。使用原則の方を見直す時が来ているのであろう。

　以上の考察はあくまで下記の資料にもとづいており，印刷の際の誤植とか編集者の手が入っ

ていないものとして分析した結果である。
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資料収集に使用した文献．

　　Fa3eTsi　il　）KypHaJisi：　ApryMerrTbi　H　（1）aKrSi；　OroHeK；　Pa60TH”ua；　PyccKaH　pegb

　　A．　C　HyiiiK｝tH．　HonHoe　co6paHHe　coyHHeHHti　B　AecflTH　roMax．　T．10，　fiHcbMa．　M．，　1966

　　A．　H．　tlexoB．Co6paHHe　cQ．HuHeHKn　B　ABeHaAuaTH　ToMax．T．　1　1－12，　nHchMa．　M．，　1963－1964　’

　　BnaAMMMp　MaflKoBcKMrt．　nollHoe　co6paHHe　coHHHeHHti　B　rpHHanuaTH　roMax．　T．13，　HHcbMa　H

ApyrHe　Ma　repHaJibi．　M．，　1961

　　60pHc　HacrepHaK．　Co6paHHe　coHHHeHHti　B　nfftH　roMax．　T．5，　HMcbMa．　M．，　1992

　　CyxoMnHHcKHn　B．　A．　XpecroMaTK”　no　3THKe．　M．，　1990

　　CyxoM”HHcKi｛it　B．　A．　Cepnue　oTnaK｝　neTflM．　Po）KAeHue　rpa）KnaHMHa，　HHcbMa　K　cbiHy．　K．　1987

　　3a6aBHbie　”cropHH．　M．，　1－e　H3A．1980　，　2－e　H3A．　1982

　　C60pHHK　TeKervB　lvifi　H3no）KeHMM．　M．，　1968

　　3eMcKaA　E．　A．　PyccKafl　pa3roBopHafi　peub．　M．，　1987

　　¢opMaHoBcxafl　H．　M．　Pe－eBoti　3TMKeT　H　Kynb’rypa　06iueHwi．　M．，　1989

　　A．　C．　Cepa（i）HMoBHt｛．　Co6paHHe　coHHHeHHti．　T．7．　M．，　1960

　　インターネットのロシア語ホームページ
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